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おわりに

おわりに―この本を読んでくれてありがとう

この本を手に取ってくれて、そしてこの本を読んでくれて、ありがとう。
ただ、読んでくれたあなたが、「悪質商法に引っかからないためにはどうし

たらいいか」とか、「安全な食品を食べるためにはどうすればいいのか」とか
いった疑問に対する明確な解答が書いてないと、ストレスを感じておられるの
ではないかと心配しています。でも、消費生活にかかわる様々な問題を解決す
る唯一の間違いのない方法など、実はないと私たちは考えています。この本を
作る際には、3 人の執筆者が喧々諤 （々けんけんがくがく）の議論をしました。
ほとんどの部分で、消費者問題やそれに対する法や社会の関わり方について、
執筆者 3 人の考え方は一致しています。ただ、いくつかの点では意見が異なっ
ていて、1 つの見解にまとめることができそうもない部分も実は残っていま
す。改訂版の編集でも、その議論は続いています。最終的には、執筆者のそれ
ぞれの考え方をお互いに尊重することで、この本はできまた、改訂することが
できました。

例えば、消費者被害は企業によってもたらされるのは事実ですが、ではすべ
ての企業が問題ある事業を行っているのかと言えば、決してそうではありませ
ん。企業が、消費者の生活を豊かにすることを意図して市場に出す商品によっ
て、私たち消費者は多様で納得がいく選択の自由を享受することができます。
一方、消費者による選択が、悪質な企業を市場から排除することにつながるた
めには、多様な選択基準を消費者が自由に行使することが不可欠です。それ
は、一人の消費者にとって簡単なことではありません。ですから、まずは誰が
その選択について「配慮」していて、何がその選択に（不当に？）「介入」してい
るのかを考えてみる必要があります。私たちは、それを考えるためのヒント
を、この本にたくさん書いたつもりです。それを、自らの消費生活にどのよう
にいかすのかは、皆さんそれぞれの判断に委ねたいと思います。ただ、一人の
消費者の行動が積み重なることが、消費者問題を解決することにつながること
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を忘れないで下さい。そして、それがあなた自身が安心・安全で納得できる消
費生活を送ることにつながります。読むだけでなく、自分で考えて、そしてそ
のうちの何かを自分の消費生活に反映させる努力を、どうぞよろしくお願いし
ます。

この本を作るにあたっては、法律文化社の小西英央さんにお世話になりまし
た。彼の献身的な励ましなしにこの本はできませんでした。また、改訂をする
にあたっては、同社の八木達也さんにお世話になりました。記して心から感謝
いたします。


	扉
	目　　次
	はじめに―消費者法を学ぼうとする人にまず考えてほしいこと
	1　「消費」と経済・法・政治・教育・自然環境・労働
	2　大量「消費」と世界で起きる悲惨な出来事
	3　消費者法の存在意義
	4　消費者・生活者・消費者市民社会―消費者としての自分
	5　自分はどう生きるべきか──デジタル社会・コロナ禍とウクライナ危機
	Part 1　消費者法をどのように学ぶか？
	Ⅰ　自分の生活は「契約」によって成り立っている
	Ⅱ　この本の構成
	1　自分の消費生活の近辺
	2　土台となる消費社会と世界
	Part 2　自分の消費生活が誰かによって配慮され、介入されているという事実
	Ⅰ　配慮？　誰から？
	1　消費者の権利
	2　契約に入る前の規制
	3　取引条件規制―約款規制
	4　表示規制
	5　行為規制―禁止・命令・民事規制
	6　消費者団体訴訟制度―被害救済と拡大防止への支援
	7　消費者教育―消費者市民の育成・消費者市民社会の生成
	Ⅱ　介入？　誰から？
	1　便利な広告の課題―「便利さ」の名の下の広告
	2　行き過ぎた販売促進活動としての広告の問題
	Part 3　消費者としての自分の権利を知る
	Ⅰ　契約を学ぶ
	1　買い物と契約
	2　売買契約と契約書
	3　契約と約款
	4　売買契約と消費者の権利
	5　消費者の権利と契約の自由
	6　選択の権利と消費者
	Ⅱ　消費者契約法を学ぶ
	1　どのようにしてこの法律はできたのか？
	2　なぜこの法律は存在するのか？
	3　消費者契約法が定めていることは？
	4　消費者契約法から学べることは？
	5　新しい考え方へ
	Ⅲ　特定商取引法を学ぶ
	1　いつ、なぜ制定されたのか？
	2　「特定の商取引」とは何だろう？
	3　「特定の商取引」についてはどのような規制が行われているのだろうか？
	Ⅳ　割賦販売法を学ぶ
	1　どのようにしてこの法律はできたのか？
	2　なぜこの法律は存在するのか？
	3　割賦販売法が定めていることは？
	4　今後の課題──決済代行業者・BNPL・信用スコアリング
	Part 4　自分を取り巻く消費社会
	Ⅰ　自分は何を消費しているのか？
	1　物・サービスの購入
	2　商品の価値とは？
	3　生物の価値とは？
	4　人間の価値とは？
	5　「経済的利益」による侵食からの人生の解放
	Ⅱ　自分を取り巻くデータ社会で何が起きているのか？
	1　「便利さ・利益・快楽」の対価としての「プライバシー提供」
	2　個人データ蓄積の結果「素晴らしい未来」が到来するのか？
	3　「目指すべき未来」とデータ収集
	Ⅲ　年齢は自分の消費生活にどのようにかかわるのか？
	1　社会の変化と消費者相談の傾向
	2　高齢者の消費者被害とその救済の仕組み
	3　若者の消費者被害とその救済の仕組み
	Ⅳ　オンライン取引で何が起きているのか？
	1　トラブルの状況
	2　立法上の対応
	Ⅴ　大量消費社会に流されていないか？
	1　どのようにして「真実」を知ることができるのか？
	2　自分はどのような社会で生きたいのか？
	Part 5　自分を取り巻く社会と世界
	Ⅰ　消費社会と世界
	1　商品の製造
	2　食　　品
	3　食品の産地表示を学ぶ―国産の法律的意味
	4　食品や製品の安全のために消費者は何ができるのか？
	Ⅱ　世界で起きる悲惨な出来事とSDGs
	1　世界で起きる悲惨な出来事
	2　SDGsとは何か？
	3　SDGsの具体的な内容
	4　SDGsの達成状況
	5　いくつか、関連する事柄
	6　最後に、日常を振り返ってみる
	Ⅲ　世界の国々から学べること
	1　世界の消費者法
	2　持続可能性と消費者法
	3　デジタル・トランスフォーメーション
	4　大量消費社会から脱却する試み
	5　人間とその他の生物との関係
	Part 6　一番大切なこと、忘れてはならないこと
	1　消費者への配慮、権利と自律、そして消費の決定と責任
	2　消費が環境に決定的な影響を与えるということ
	3　自然環境の代替不可能性
	4　生物としての人間
	5　限りある資源と「消費者法」の役割
	おわりに―この本を読んでくれてありがとう
	索　　引
	奥付
	広告



